
令和３年 第１１回米子市教育委員会定例会会議録 

 

日 時   令和３年９月２７日（月）午後１時３０分 

場 所   教育委員会室 

 

出席した教育委員会教育長及び委員の氏名 

      浦 林   実（教育長） 

      白 井 靖 二 

上 森 英 史 

荒 川 陽 子 

三 瓶 文 乃 

 

説明のため出席した職員の職氏名 

事務局長兼教育総務課長          松 田 展 雄 

学校教育課長               西 村 健 吾 

生涯学習課長               木 下 博 和 

学校給食課長               伊 藤 康 恵 

文化振興課課長補佐            濵 野 浩 美 

文化振興課主事              上 原 瑞 季 

教育総務課教育企画室長          斎 木 雅 徳 

教育総務課係長              足 立 卓 哉 

 

議事日程        令和３年９月２７日 午後１時３０分開議 

 第１ 会議録署名委員の指名 

第２ 前回の会議の会議録の承認 

 第３ 教育長の報告 

第４ 議 事 

議案第５１号 米子市美術館協議会委員の任命について 

議案第５２号 米子市文化財保存活用地域計画検討協議会委員の委

嘱について 

議案第５３号 令和３年度一般会計補正予算（補正第８回）につい

て（教育委員会の所管に属する部分） 



開 会    午後１時３０分 

浦林教育長  ただいまから、令和３年第１１回米子市教育委員会定例会を

開会いたします。 

              

１  会議録署名委員の指名 

浦林教育長  それでは、日程第１ 会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員に荒川委員を指名いたします。 

 

２ 前回の会議の会議録の承認 

浦林教育長  次に、日程第２ 前回の会議の会議録の承認に移ります。前

回の会議の概要について、事務局から報告をお願いします。 

 

松田事務局長 教育長。 

 

浦林教育長  松田事務局長。 

 

松田事務局長 前回の会議は８月２４日に開催されまして、議案第４２号「令

和２年度教育に関する事務の管理及び執行状況の点検・評価に

ついて」から、議案第５０号「米子市教育委員会事務局職員の

人事異動について」までの９議案についてご審議いただき、原

案のとおりご承認いただきました。 

 

浦林教育長  前回の会議の会議録を承認します。 

 

３ 教育長の報告 

浦林教育長  次に、日程第３ 教育長の報告について、私から報告をいた

します。 

本日は１点ご報告をいたします。何度もコロナのことで委員

の皆様にご報告させていただいておりますけれども、今は減っ

ておりますが、一時、小中学生の感染者というのが非常に増え

ました。そういったことを受けまして、教育委員会としまして、

９月６日にリモートによる臨時校長会を開催いたしまして「感

染防止強化キャンペーン」、これは家庭でもマスクをしようとい

ったことも含めた内容を通知をしまして、これまでの感染対策

をあらためてもう一度引き締めると、そういうような指示を行

いました。また１４日でしたけれども、校長会長に来ていただ

きまして、職員室内の感染防止対策はどうだろうかということ

で話し合いをしまして、強化していくようにしようという話も

しております。それから何校か休校になりました。明道小と加



茂小のほうで学級閉鎖等を行いましたので、これは濃厚接触者

を含めると２週間、学校に来られないということでしたので、

学びを止めないというようなことも含めてリモート学習をして

はどうかということで管理職と話し合って、管理職もやってい

こうということで実施をしました。割と低学年の子が多かった

わけですが、わりかし操作ができたと。家庭で家族の方が後ろ

にいらっしゃったおかげもあったと思いますが、思ったよりス

ムーズにできたというところで、見られた保護者の方からも好

感触を得たというか好評を得たと、そういった状況でした。今

後、目標はございますけれども、少し前倒ししたりとか、さら

なる前進を図るように努めて参りたいと思っております。 

 

４ 議事について 

浦林教育長  それでは、日程第４ 議事に入ります。 

議案第５１号「米子市美術館協議会委員の任命について」を

議題とします。  

事務局から説明をお願いします。 

 

上原主事   はい。 

 

浦林教育長  上原文化振興課主事。 

 

上原主事   議案第５１号の氏名に誤りがありましたので、訂正したもの

をお配りさせていただいてよろしいでしょうか。 

 

浦林教育長  お願いします。 

 

上原主事   それでは、議案第５１号「米子市美術館協議会委員の任命に

ついて」文化振興課からご説明いたします。 

これは米子市美術館条例第１９条の規定により設置しており

ます。米子市美術館協議会の委員については、前委員が９月３

０日で任期満了になることに伴い、新たに委員を任命するもの

でございます。委員の任期は令和３年１０月１日から令和５年

９月３０日の２年間でございます。委員の氏名、所属等につき

ましては、下表のとおりでございます。１５名の委員のうち３

名が新任、１２名が再任でございます。 

 

浦林教育長  質疑はございませんでしょうか。よろしいでしょうか。 

では、質疑がないようですので採決いたします。議案第５１



号については、原案のとおり承認することにご異議ございませ

んか。 

 

（異議なしの声） 

 

浦林教育長  異議がないようですので、議案第５１号「米子市美術館協議

会委員の任命について」は、原案のとおり承認することにいた

します。 

 

浦林教育長  次に、議案第５２号「米子市文化財保存活用地域計画検討協

議会委員の委嘱について」を議題とします。 

事務局から説明をお願いします。 

 

 濵野課長補佐 教育長。 

 

浦林教育長  濵野文化振興課課長補佐。 

 

濵野課長補佐 はい。議案第５２号「米子市文化財保存活用地域計画検討協

議会委員の委嘱について」文化振興課から説明いたします。 

これは、米子市の区域における文化財の保存及び活用に関す

る総合的な計画の作成及び変更に関して、必要な事項を検討す

るために設置しております米子市文化財保存活用地域計画検討

協議会の委員を委嘱するものです。本協議会の委員、福原委員

から辞職の申出がございましたので、補欠の委員を委嘱しよう

とするものです。任期は令和３年１０月１日から令和５年３月

３１日までとなっております。今回委嘱しようとする委員の氏

名などにつきましては、議案に記載してあるとおりでございま

す。 

 

浦林教育長  質疑はございませんでしょうか。 

 

浦林教育長  では質疑がないようですので採決いたします。議案第５２号

については、原案のとおり承認することにご異議ございません

か。 

 

（異議なしの声） 

 

浦林教育長  異議がないようですので、議案第５２号「米子市文化財保存

活用地域計画検討協議会委員の委嘱について」は、原案のとお



り承認することにいたします。 

 

浦林教育長  次の議案の審議に入ります前にお諮りいたします。議案第５

３号「令和３年度一般会計補正予算（補正第８回）について（教

育委員会の所管に属する部分）」は、米子市としての公表は１０

月１日を予定しておりますので、本議案の審議を非公開とする

ことを提案したいと思います。これにご異議ございませんか。 

 

（異議なしの声） 

 

浦林教育長  異議がないようですので、議案第５３号の審議については非

公開といたします。 

 

浦林教育長  それでは議案第５３号「令和３年度一般会計補正予算（補正

第８回）について（教育委員会の所管に属する部分）」を議題と

します。 

事務局から説明をお願いします。 

 

斎木室長   教育長。 

 

浦林教育長  斎木教育企画室長。 

 

斎木室長   議案第５３号「令和３年度一般会計補正予算（補正第８回）

について」ご説明させていただきます。 

この度の補正予算は、１０月１日に米子市議会定例会に追加

議案として上程を予定しているものでございます。 

当日お配りしております予算に関わる配布資料の１ページを

ご覧ください。一番下の合計欄をご覧いただきますと、この度、

教育委員会所管の補正予算額といたしまして、７８０万円計上

しております。補正後の予算額を４３億５，３７３万３，００

０円としております。 

次に２ページをご覧ください。事業の概要を記載してござい

ます。まず上の表、教育総務課でございますが、小学校学校教

育活動継続支援事業費といたしまして、３２５万円を計上して

おります。これは令和２年度から事業費の全額を繰り越しまし

た小学校学校教育活動継続支援事業費２，６００万円に加えま

して３２５万円を増額するもので、新型コロナウイルス感染症

の急速な増加を踏まえ、補助上限額を引き上げる国の実施要綱

が改正されたことに伴うものでございます。このことにより各



小学校の補助対象経費は、児童数に応じて１０万円から２０万

円の増額となり、繰越分と合わせて９０万円から１８０万円と

なります。事業の内容は、感染症対策の強化に必要となる保健

衛生用品等の購入経費でございます。 

次に中学校学校教育活動継続支援事業費といたしまして、１

５５万円計上しております。これは先ほどの小学校と同様に、

令和２年度から事業費の全額を繰り越しました中学校学校教育

活動継続支援事業費１，２４０万円に加えて１５５万円を増額

するものでございます。このことによりまして、各中学校の補

助対象経費は、生徒数に応じて１０万円から２０万円の増額と

なり、繰越分と合わせて９０万円から１８０万円となります。 

次に下の表、生涯学習課でございます。成人式といたしまし

て、３００万円計上しております。これは県外参加者予定者に

対し、式典への参加条件としてＰＣＲ検査の受検を義務付けた

ことから、主催者の責任として新成人の金銭的負担を軽減しよ

うとするものでございます。事業の内容は、委託によるＰＣＲ

検査の一括発注やＰＣＲ検査費用の補助を実施するものでござ

います。 

 

浦林教育長  質疑はございませんでしょうか。上森委員。 

 

上森委員   ２点。感染症対策の保健衛生用品というのは、決まったもの

を学校にあてがうのか、それとも学校単位で「これが欲しい」

というものをチョイスするのかということと。ＰＣＲ検査に関

しての一斉発注や補助っていうふうになっていますけど、まあ

ケースバイケースだろうと思いますけど、早く帰って来られて

できる場合と、その他は前の日に帰って来られた場合は検査が

間に合わない。その場合は県外の自分の住んでいるところでＰ

ＣＲ検査を受けて、それの補助をするのか、それをちょっと教

えてください。 

 

浦林教育長  斎木室長。 

 

斎木室長   まず１点目の感染症対策の費用についてご説明させていただ

きます。こちらの予算につきましては、各学校に対しまして生

徒数に応じて補助するという補助要綱になっておりまして、各

学校に配分をさせていただきます。その予算につきまして各学

校が必要とする消毒液でありますとか、衝立でありますとか、

そういった感染対策をその学校に応じて購入されるものでござ



います。 

 

上森委員   はい。 

 

浦林教育長  松田事務局長。 

 

松田事務局長 若干補足させていただきますと、先ほどの室長の説明のとお

り令和２年度の繰越事業だったんですけれども、少ないところ

では児童生徒数に応じるんですけれども、８０万円から１６０

万円の間という幅で、学校ごとに交付されたものでございます。

例えばですけれども、小さな学校でいきますと和田小や成実小

学校というのは８０万円、あと福米東やら車尾やらというとこ

ろになりますと１６０万円の交付がありまして。そこに対して

この度、小さなところは１０万円、大きなところは２０万円と

いうような上乗せがあったというところでございますので、今

まで執行してきたところに上乗せで各校長の判断により、そう

いった手指消毒用の石鹸やらも購入していくというところで補

正をしたいということでございます。 

 

木下課長   教育長。 

 

浦林教育長  木下生涯学習課長。 

 

木下課長   成人式のＰＣＲ検査について補足で説明させていただきます。

こちらのＰＣＲ検査につきましては、県外で受ける方と帰省後

に米子市で受ける方について方法を分けてございます。県外で

ＰＣＲ検査を受けてから帰って来られる方につきましては、そ

の検査費用を補助金として補助をするように考えております。

それから帰省後にＰＣＲ検査を受けることを希望された方につ

きましては、検査キットをあらかじめ本人さん宛に送付いたし

まして、前日、１０月９日の午前中に検体を取っていただいて、

それを持って来ていただく。それを一括して検査の業者に送付

しまして、その日の夕方から夜にかけて結果を把握をして本人

に通知をするというような形で考えております。 

金額でございますが、検査の委託料につきましては１件が１

６，５００円になっております。検査の補助金も、金額の多い

少ないがございますけれども、金額が少ない場合は全額になる

んですけれども、１６，５００円を上限にさせていただくよう

に考えております。 



 

上森委員   これって抗原検査みたいなものですね。 

 

浦林教育長  木下課長。 

 

木下課長   抗原検査は精度が少し低いということで、今回は対象にはし

ておりません。 

 

浦林教育長  荒川委員。 

 

荒川委員   今の成人式のほうで、申込みされた方にそういったことが周

知されるのかどうかということと。例えば県外で受けられた場

合、領収書とか何かそういったものが要るのかなと思うんです

けど、そのあたりはどういうふうになっているんですか。 

 

浦林教育長  木下課長。 

 

木下課長   周知につきましては、成人式の参加を事前申込み制にしてお

りますので、その申込みに対する返事というところで周知をし

ています。領収書につきましては、金額が確認できるものとい

うことで、補助の申請の時に添付をしていただくようにしてお

ります。 

 

上森委員   今、参加としておられる方は何人ですか。 

 

浦林教育長  木下課長。 

 

木下課長   参加希望は今日現在で４３９名、事前申込みをいただいてお

ります。そのうち県外の住所の方が２３０名でございます。 

 

上森委員   欠席も書いてくださいよ、出席だけじゃなくて。 

 

浦林教育長  木下課長。 

 

木下課長   参加希望者のみ連絡をいただくようになっております。 

 

上森委員   だいぶん参加希望者が少ないんじゃないですか。 

 

白井委員   母数がいくらでしたっけ。 



 

浦林教育長  木下課長。 

 

木下課長   米子市に住民票がある対象者の方が１，４５６名です。それ

に加えて県外からの希望者が何十名かおられます。分母は１，

５００名ぐらいになるかなと思います。 

 

浦林教育長  いつまでの申込みですか。 

 

木下課長   今日までです。ただ、今日までですけども、過ぎての申込み

を全く受け付けないようにとも考えておりませんで、随時受け

付けようかなとは思っております。取りあえず案内としては、

今日を締め切りに案内をしております。 

 

浦林教育長  荒川委員。 

 

荒川委員   成人式のことで補正予算のことではなくなるんですけど、当

日のマスク着用の義務とか、そういったことの周知も併せて返

信メール等でしておられるんですか。 

 

浦林教育長  木下課長。 

 

木下課長   当日の参加の条件ですとか当日までの過ごし方ですとか、そ

れから終わった後のことですとか、諸々を申し込みをしていた

だいた方に対してはメールで返信をしております。 

 

浦林教育長  その他はいかがでしょうか。荒川委員。 

 

荒川委員   小学校と中学校の予算についてなんですけども、今、各学校

の判断で、使用目的で各学校の使いたいように使えるというこ

とがあったんですが、違う意見になるかもしれませんが、実は

今日お願いというか提案があって持って来たんですよ。という

のが、子どもたちがワクチン接種ができない、１２歳以下の小

学生のお子さんはできないので、米子市として不織布のマスク

を配布していただくことはできないかなと思ってお願いを持っ

て来たんですね。 

というのは、やっぱり子どもを守ることで学校を守る、いろ

んなメリットはありますし、マスクも今、布製だとかいろいろ

あると思うんですけど、ご承知のとおり不織布マスクの効果が



一番いいということは周知のことなんですけど。そういった中

で、米子市として例えば１人２５０枚とかそういう。調べてみ

ると、日本中でいくつかの自治体が既にそういうことを行われ

ているというのもありまして。他がやっているからやりましょ

うということではないんですけれども、今回コロナでいろんな

学校が休校になっている中で、そういうのを目の当たりにした

時に、やっぱりそもそも子どもの健康を守る、学校を守る、い

ろんな意味で意味のあることかなと感じていまして。今回これ

は学校の判断でという予算で、もちろんそれについては反対す

るものではないんですけども、これとは別にまたはこういう中

でこういう１つの使い方があってもいいのかなと。個人的には

全く別予算で、米子市または教育委員会からそういうふうに各

子どもたちに配っていただけないかなという提案を持って来ま

した。 

 

浦林教育長  松田事務局長。 

 

松田事務局長 ご提案いただきましてありがとうございます。この度の予算

の中で、そういった手配もできないことはないと思います。そ

ういったことも各校長においては考えておられるとは思います。

ですが、こちら側から児童生徒に対して一斉に１４，０００人

分配るというのは今のところは考えておりませんが、今後、第

６波、第７波に向けては、そういった対応も必要であれば取っ

ていきたいと考えております。 

この度の予算のことを付け加えますと、実はこれ県・国に確

認したんですが、ＰＣＲ検査の検査代もこの事業費で賄えると

いうことも伺っていますので、必要に応じてそういったことも

対応していきたいというふうにも考えております。いずれにし

ても児童生徒の安心・安全を考えながら対応していきたいとい

うふうに考えております。 

 

浦林教育長  荒川委員。 

 

荒川委員   今回の予算の中でそういうことをしてくださいと言うと、各

学校の予算が圧迫されてしまって、ちょっと私の気持ちとは相

反するものなので。意見がコロコロするんですけど、これがこ

れで、そうではなくって米子市からそういうのをしていただけ

ると、とても嬉しいと思います。また保護者の方や地域の方の

意識も「布製じゃなくて不織布してみようかな」とか、先ほど



家庭の中でもマスクを、というお話もありましたけど、米子市

がそこまでするならやらないとダメかなとか、１つの意思表示

でもないですけど、子どもを守って学校を守って地域を守ると

いう意味でも、この予算とは別にそういったことをしていただ

けると嬉しいなと思います。 

 

浦林教育長  松田事務局長。 

 

松田事務局長 ご提案ありがとうございました。そのあたり前向きに取り組

んでいきたいと思いますし、児童生徒にとって必要なものは、

教育委員会でもできることであれば配備していきたいと思いま

すが、学校訪問等でもご覧のとおり、マスクをしていない児童

生徒は今は０に近いと思っておりますので、必要なものを必要

な時に、できる限り対応できればしていきたいというふうに考

えております。 

 

上森委員   １箱５０枚で８００円で１，２００万くらいですか。 

 

荒川委員   これやっぱり、ワクチンを打てないというのが小学生のお子

さんだと思うので、例えばそれが大変であれば中学生じゃなく

て小学生とか。マスクを着用しているお子さんがほとんどだと

いうのはもちろん承知はしているんですけども、そのマスクの

中にも精度がいろいろあるっていうのは、機能がいろいろある

っていうのは皆さん充分承知だと思うんですけど、そういった

意味も込めて、米子市として守っていただけないかなという気

持ちです。 

 

浦林教育長  学校のほうにも様子を聞いてみて、まずはどういった状況に

あるのか把握をしてみたいと思います。校長をしていた時のこ

とですけど、インフルエンザのころにマスクして来るように言

っても、大体して来ない子が５、６人はおりました。その時は

学校で買ったマスクを配布して、まず急場を凌ぐというような

ことをしておりましたので。ご家庭で意識を持ってもらうとい

うのも大事だと思いますので、まずはそういった声かけをする

かしないか。それでもマスクがないとか、家庭の状況で布マス

クしか、急に言われてもという家もあると思いますので、そう

いったところを対応するっていうのは考えられることかなと。

そしてその先に、やっぱりそれでは足りないということになれ

ば、ちょうどこれからインフルエンザが流行る時期もやって来



ますので、今いただいた意見なんかも考えながら、どう対応す

るかっていうのを少し事務局のほうで検討してみたいと思いま

す。貴重なご意見をありがとうございました。 

 

浦林教育長  それでは質疑がないようですので採決いたします。議案第５

３号については、原案のとおり承認することにご異議ございま

せんか。 

 

（異議なしの声） 

 

浦林教育長  異議がないようですので、議案第５３号「令和３年度一般会

計補正予算（補正第８回）について（教育委員会の所管に属す

る部分）」は、原案のとおり承認することにいたします。 

 

浦林教育長  本日の議事は全て終了いたしました。以上をもちまして米子

市教育委員会定例会を閉会いたします。 

 

閉 会    午後１時５７分 

 

 


